
令和 ７年 7 月２８日 
 

令和７年度熊毛地区高等学校野球秋季地区大会実施要項 
 
主 催  鹿児島県高等学校野球連盟，熊毛地区高等学校野球連盟 
 
 １．日 時  ８月２３日（土）小雨決行 ［雨天順延の場合 ８月２４日（日）］ 
                     ［台風等の場合  ８月３０日（土）］ 

２．球 場  種子島高校野球グラウンド 
 
 ３．日 程  ８月２３日（土） ９：３０～ 
 

４．組合せ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５．その他 
  今大会の運営に関しては，熊毛地区高等学校野球大会の運営規則に則って開催する。 
  (1) コールドゲームは４回半，５回終了時10点差，６回半，７回終了時７点差とする。 

９回終了時にスコアにて勝敗が決しない場合には，10回よりタイブレークを開始する。 
決勝戦においても同様にコールドゲーム及びタイブレークの適用を行う。 

  (2) ベンチサイドは，抽選番号の若いチームを一塁側とし，ベンチには登録の責任教師 
又は副責任教師から２名以内，監督１名，選手20名，記録員１名の24名以内とする。 
選手は背番号をつけた正規のユニフォームとする。（ベンチ入りの選手20名は試合ごと 
に変更できる。） 

  (3) 原則，補助員は両校で４名とする。（スコアボード２名，スイッチャー２名） 
  (4) 試合前のシートノック（５分間）については，監督・責任教師・副責任教師または 

許可されたノッカーに限る。シートノックを担当する者は選手と同じユニフォーム・ 
スパイク等を着用すること。天候や試合の進行状況に応じてサイドノックに変更する 
こともある。 

  (5) ベースコーチが打者走者の触塁に合わせての「セーフ」のジェスチャーとコールは 
禁止する。 

  (6) ５回終了時にグラウンド整備を行う。両リームベンチ入り選手７名で内野の整備を 
行う。タイブレークの場合は９回終了後にも整備する。 

  (7) 投手の投球制限については，１投手１週間5 0 0球以内とする。 
（地区大会では公式記録を書かない。当該校のスコアを参考に球数の確認を行うこと。） 

 
 ◎タイブレーク方式について 
  無死１・２塁からスタートする。打者は，前回終了時の次打者からとし，走者は，その前 

の打順の選手を走者とする。 

【参加校へのお願い】 

ボールボーイ・スコアボード・スイッチャーなど

大会運営への協力をお願い致します。 
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